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二
〇
二
二
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

お
出
か
け
は

　

マ
ス
ク
戸
締
り

　
　
　
　
　

火
の
用
心

　

令
和
四
年
度
全
県
消
防
団
長
研
修
会
が

一
一
月
一
一
日（
金
）、イ
ヤ
タ
カ（
秋
田
市

中
通
）で
、消
防
団
長
な
ど
消
防
関
係
者
約

五
○
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
省
消
防
庁
消
防
団
等
充
実
強
化
ア

ド
バ
イ
ザ
ー 

丸
山
正
美
氏
が
、
消
防
団
員

が
や
り
甲
斐
を
感
じ
る
訓
練
や
活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

①　

消
防
学
校
で
行
う
研
修
へ
の
参
加
者

を
ど
の
よ
う
に
選
抜
し
て
い
る
か
。

　
　

神
奈
川
県
で
も
分
団
ご
と
に
出
し
て

い
る
。研
修
後
に
分
団
で
参
加
者
に
よ

る
報
告
会
を
行
い
、
参
加
で
き
な
か
っ

た
団
員
に
も
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い

る
。報
告
内
容
の
取
り
ま
と
め
に
消
防

職
員
が
協
力
し
て
い
る
。

②　

訓
練
及
び
現
場
活
動
中
の
事
故
予
防

対
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

　
　

事
故
防
止
に
は
６
つ
の
目
（
自
分
の

目
、同
僚
の
目
、指
導
者
の
目
）で
、「
ヨ

シ
ッ
、
ヨ
シ
ッ
」と
確
認
す
る
と
よ
い
。

救
助
訓
練
の
時
は
、
団
や
本
部
の
訓
練

責
任
者
が「
安
全
管
理
計
画
」を
策
定
す

れ
ば
、
気
を
つ
け
る
べ
き
と
こ
ろ
が
明

確
に
な
り
効
果
的
。

意　

見　

交　

換

意　

見　

交　

換

講　
　
　

演

講　
　
　

演

丸山　正美 氏

令
和
四
年

令
和
四
年
度　度　

全
県
消
防
団
長
研
修

全
県
消
防
団
長
研
修
会

令
和
四
年

令
和
四
年
度　度　

全
県
消
防
団
長
研
修

全
県
消
防
団
長
研
修
会

令
和
四
年
度　

全
県
消
防
団
長
研
修
会

県総合防災課　安杖課長横手市　菅原団長 由利本荘市　伊藤団長 三種町　石井団長

　

続
い
て
、
第
二
九
回
全
国
消
防
操
法
大

会
で
準
優
勝
し
た
三
種
町
消
防
団
の
石
井

義
則
団
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
後
、
秋
田

県
総
合
防
災
課 

安
杖
一
課
長
か
ら
県
事

業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
石
黒
淳
副
主

幹
の
司
会
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

『
カ
ッ
コ
い
い
消
防
団
員

　

消
防
団
活
動
の
充
実
と
充
足
率
の
向
上
』

　

講
師‥

総
務
省
消
防
庁
消
防
団
等

　
　
　
　
　

充
実
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸 

山 
正 
美 
氏

■
講
演
の
主
な
内
容

一　

消
防
団
員
の
普
段
か
ら
の
活
動
し
や

す
い
環
境
づ
く
り

　

①
消
防
団
活
動
体
制
の
充
実
・
強
化

　

②
教
育
訓
練
の
充
実

　

③
教
育
研
修
の
充
実

　

④
消
防
署
と
消
防
団
の
連
携

二　

実
話
に
沿
っ
た
経
験
談

三　

消
防
団
員
入
団
募
集
等
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令和４年度 消防団員指導員研修受講者名簿
消　防　団　名 階　　級 氏　　　名
鹿 角 市 消 防 団 班　　長 内  川　清　行
大 館 市 消 防 団 分  団  長 浅　利　勝　英
北 秋 田 市 消 防 団 部　　長 亀　山　金　治
北 秋 田 市 消 防 団 班　　長 近　藤　直　宜
能 代 市 消 防 団 部　　長 児　玉　祥　平
八 峰 町 消 防 団 分  団  長 畠　山　昭　治
男 鹿 市 消 防 団 班　　長 畠　山　公　栄
潟 上 市 消 防 団 分  団  長 佐々木　　　孝
五 城 目 町 消 防 団 分  団  長 佐　藤　善　弘
井 川 町 消 防 団 分  団  長 武　塙　喜　一
秋 田 市 消 防 団 分  団  長 古　木　稔　裕
由利本荘市消防団 副分団長 東海林　　　一
由利本荘市消防団 班　　長 小　沼　豊　和
由利本荘市消防団 部　　長 渡　辺　智　也
由利本荘市消防団 部　　長 加　藤　裕　樹
由利本荘市消防団 班　　長 笠　原　良　和
由利本荘市消防団 班　　長 遠　藤　祥　誠
由利本荘市消防団 部　　長 渡　辺　昭　則
由利本荘市消防団 分  団  長 村　上　吉　和
に か ほ 市 消 防 団 分  団  長 三 浦 　 仁
大 仙 市 消 防 団 部　　長 高　橋　利　彦
仙 北 市 消 防 団 副分団長 水　平　幹　人
美 郷 町 消 防 団 部　　長 小　栁　友　一
横 手 市 消 防 団 分  団  長 石　川　一　美
横 手 市 消 防 団 分  団  長 籠　谷　満　昌
横 手 市 消 防 団 分  団  長 鈴　木　定　功
横 手 市 消 防 団 副分団長 後 藤 　 彰
横 手 市 消 防 団 副分団長 　田　光　浩
横 手 市 消 防 団 副分団長 中　安　隆　孝
横 手 市 消 防 団 副分団長 橋 本 　 暁
湯 沢 市 消 防 団 副分団長 髙　橋　宗　男
湯 沢 市 消 防 団 分  団  長 石 田 　 均
羽 後 町 消 防 団 分  団  長 菊　地　貞　一

井川町　三浦団長湯沢市　佐藤団長 秋田市　永澤団長 大館市　齋藤団長

　

令
和
四
年
度
消
防
団
員
指
導
員
研
修

は
、一
一
月
二
六
日
（
土
）、二
七
日
（
日
）

の
二
日
間
、
秋
田
県
消
防
学
校
で
開
催
さ

れ
、
一
八
消
防
団
か
ら
三
三
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
現
場
指
揮･

安
全
管
理
、

住
民
指
導
、
災
害
情
報
伝
達
な
ど
の
座
学

の
ほ
か
、
応
急
手
当
、
救
助
活
動
・
消
防

訓
練
な
ど
の
実
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
田
県
消
防
学
校


































令
和
四
年
度

  

消
防
団
員
指
導
員
研
修
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□
瑞
宝
小
綬
章
（
一
名
）

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
正
監　

伊　

藤　

和　

美

□
瑞
宝
単
光
章
（
二
三
名
）

　

元
美
郷
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

稲　

川　

高　

志

　

元
横
手
市
山
内
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

大　

森　

敏　

明

　

元
横
手
市
十
文
字
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

大　

山　

晴　

美

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

後　

藤　

宗　

一

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

小　

松　
　
　

強

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

小　

南　

一　

郎

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

齋　

藤　

義　

人

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　
　
　

健

  

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　

治　

円

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　

芳　

嗣

　

元
八
峰
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

白　

木　
　
　

博

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

菅　
　
　

義　

照

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

菅　

原　

俊　

一

　

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

髙　

橋　

宗　

延

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

高　

橋　

文　

雄

　

元
五
城
目
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

舘　

岡　

三　

男

　

元
八
峰
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

奈　

良　

德　

男

　

元
横
手
市
雄
物
川
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

長
谷
川　

喜　

一

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

畠　

山　

敏　

雄

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

藤　

原　

健　

三

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

保　

坂　

勝　

実

　

元
三
種
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

見　

上　

由　

和

　

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

村　

田　

憲　

藏

□
瑞
宝
双
光
章
（
六
名
）

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

齋　

藤　

榮　

二

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

佐　

藤　

晋　

作

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

佐
藤　

重
左
エ
門

　

元
大
館
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

佐　

藤　

久　

仁

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

畠　

山　
　
　

操

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

松　

原　

一　

男

□
瑞
宝
単
光
章
（
二
名
）

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

小　

林　

俊　

美

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

土　

田　
　
　

高

令
和
四
年  

秋

の

叙

勲

第
三
九
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
四
年

令
和
四
年 

秋

の

叙

勲

・

褒

秋

の

叙

勲

・

褒

章

第
三
九
回

第
三
九
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
四
年

令
和
四
年 

秋

の

叙

勲

・

褒

秋

の

叙

勲

・

褒

章

第
三
九
回

第
三
九
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

令
和
四
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
及
び
第
三

九
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が

一
一
月
三
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
消
防
関
係
で
は
、
秋
の
叙
勲
で

二
四
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
八
名

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
一
一
月
四
日
に
秋

田
県
正
庁
に
お
い
て
、
知
事
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。　
　
　
（
記
載
は
五
十
音
順
）

知事伝達式

令
和
四
年 

秋

の

叙

勲

・

褒

章

第
三
九
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
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ポ ン プ 車 の 部
種｠別 都道府県名 所属団名 総合得点 タイム
優　勝 鹿児島県 中種子町消防団 192.0点 111.33秒
準優勝 千｠葉｠県 市川市消防団 189.5 115.42
〃 石｠川｠県 穴水町消防団 189.0 115.65
〃 岩｠手｠県 北上市消防団 187.0 112.34

小 型 ポ ン プ の 部
種｠別 都道府県名 所属団名 総合得点 タイム
優　勝 福｠岡｠県 新宮町消防団 97.0点 41.97秒 
準優勝 秋｠田｠県 三種町消防団 93.0 42.94
〃 神奈川県 横須賀市消防団 92.0 40.71
〃 高｠知｠県 高幡消防組合梼原消防団 92.0 40.86

第
二
九
回 

全
国
消
防
操
法
大
会

三
種
町
消
防
団
準
優
勝
（
第
二
位
）

信
太
班
長
、
田
村
団
員
優
秀
選
手
賞
受
賞

　

第
二
九
回
全
国
消
防
操
法
大
会
は
一
〇

月
二
九
日（
土
）、千
葉
県
消
防
学
校（
市
原

市
）で
開
催
さ
れ
、四
四
都
府
県
か
ら
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
二
四
消
防
団
、
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
二
一
消
防
団
が
出
場
し

ま
し
た
。(

開
催
地
は
二
種
目
に
出
場)

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
十
年
ぶ
り
に

出
場
し
た
本
県
代
表
の
三
種
町
消
防
団

■
全
国
大
会
に
出
場
し
て

祝　準　優　勝

田川町長はじめ応援団の皆さん

表　彰　式

■
上
位
の
成
績

は
、
今
大
会
を
目
指
し
訓
練
を
重
ね
て
き

た
経
験
豊
富
な
メ
ン
バ
ー
を
そ
ろ
え
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
臨
み
、
み
ご
と
準
優
勝

（
第
二
位
）に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、優
秀
選
手
賞
に
は
、信
太
良
行
班

長（
指
揮
者
）、
田
村
悠
人
団
員（
一
番
員
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

指
揮
者　

信
太　

良
行

　

仲
間
た
ち
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
全
国
大
会
で
操

法
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
番
員　

田
村　

悠
人

　

十
年
ぶ
り
二
度
目
の
全

国
大
会
の
舞
台
、
様
々
な

方
か
ら
協
力
頂
き
、
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

二
番
員　

信
太　

賢
一

　

ご
協
力
頂
い
た
皆
様
、

そ
し
て
一
緒
に
戦
っ
た
仲

間
の
お
か
げ
で
準
優
勝
出

来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

三
番
員　

新
堀　
　

慎

　

サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
、
共
に
練
習
し
全

国
大
会
を
闘
っ
た
豊
岡
班

の
仲
間
に
感
謝
し
ま
す
。

補
助
員　

大
出　

拓
磨

　

会
場
の
雰
囲
気
に
圧
倒

さ
れ
、と
て
も
緊
張
し
た
。

準
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来

て
嬉
し
い
。
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山内琉菜さんの作品 堀内優菜さんの作品

　

令
和
四
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
（
生
活
協
同
組
合 

全
日
本
消
防
人
共
済

会
主
催
）の
審
査
が
先
頃
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
各
都
道
府
県
が
二

点
以
内
を
選
定
し
て
応
募
す
る
も
の
で
、

本
県
か
ら
は
、
秋
田
市
立
秋
田
西
中
学
校

二
年 

堀
内
優
菜
さ
ん
、
大
館
市
立
第
一

中
学
校
一
年 

山
内
琉
菜
さ
ん
の
作
品
を

応
募
し
て
い
ま
し
た
。

　

堀
内
さ
ん
、
山
内
さ
ん
、
来
年
も
素
敵

な
作
品
を
描
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
コ
ン
ク
ー
ル
の
概
要
】

■
目　
　

的

　

全
国
統
一
防
火
標
語
に
あ
わ
せ
て
、
子

供
達
が
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
意
見
や
考

え
を
自
由
な
発
想
で
イ
メ
ー
ジ
し
絵
画
と

し
て
表
現
す
る
こ
と
で
、
防
火
に
関
す
る

意
識
を
高
め
る
。

■
応
募
資
格

　

四
年
生
以
上
の
小
学
生
及
び
中
学
生

■
表
彰
等

　

①
最
優
秀
賞　

一
名

　

②
優
秀
賞      

二
名

　

③
佳　

作      

若
干
名

　

入
選
者
に
は
賞
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈

操　法　①操　法　③

令
和
四
年
度

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

 

ほ
り 

う
ち 

ゆ
う 

な

 

や
ま 

う
ち 

る 

な

操　法　②
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第
一
二
回
女
性
消
防
団
員
教
育
は
、
一

〇
月
八
日(

土)

、
九
日(

日)

の
二
日
間
、

秋
田
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、
三
消
防

団
か
ら
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
消
防
活
動
訓
練
（
訓
練
礼

式
、
地
震
体
験
、
消
火
器
取
扱
、
放
水
訓

練
）
、
救
急
訓
練
（
心
肺
蘇
生
法
）
、
惨

事
ス
ト
レ
ス
講
習
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
受
講
生
名
簿

　
　

秋
田
市　

団
員　

平　

林　

麻　

衣

　
　

秋
田
市　

団
員　

小　

沼　

未　

佳

　
　

秋
田
市　

団
員　

佐
々
木　

桃　

子

　
　

大
仙
市　

団
員　

今　

野　

ひ
ろ
み

　
　

仙
北
市　

団
員　

阿　

部　

千　

晶

　
　

仙
北
市　

団
員　

伊　

藤　

和　

枝

　
　

仙
北
市　

団
員　

守　

屋　

悦　

子

　

「
よ
う
こ
そ
！
藍
の
国
・
愛
の
国
と
く

し
ま
へ
『
女
性
パ
ワ
ー
を
盛
り
上
げ
大
き

な
渦
へ
！
』
」
の
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、

第
二
七
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
徳

島
大
会
が
、
一
一
月
二
二
日
（
木
）
徳
島

市
「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」
を
会
場
に
、

全
国
約
三
〇
〇
の
消
防
団
か
ら
一
，
二
〇

〇
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
八
名
（
女
性
団
員
五

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
開
会
式
に
続
き
、
三
消
防
団

に
よ
る
防
火
防
災
啓
発
劇
発
表
の
後
、

「
よ
ろ
こ
び
を
力
に
・
・
・
」
と
題
し

て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
ア
ト
ラ
ン
タ
両
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
り
、
そ
の

後
に
続
く
日
本
女
子
マ
ラ
ソ
ン
黄
金
期
の

幕
開
け
を
切
っ
た
、
元
女
子
マ
ラ
ソ
ン
選

手 

有
森
裕
子 

氏
が
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
四
消
防
団
が
活
動
事
例
発
表

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
徳
島
が
世
界

に
誇
る
伝
統
芸
能
「
阿
波
お
ど
り
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
大
会
宣
言
後
、
次
期
開

催
地
の
石
川
県
に
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。

第
一
二
回 

女
性
消
防
団
員
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
消
防
学
校

第第
二
七
二
七
回 

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
青
森
大
会

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
青
森
大
会

＝ 

来
年
は
石
川
県
で
開
催

来
年
は
石
川
県
で
開
催 

＝

第
二
七
回 

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
徳
島
大
会

＝ 

来
年
は
石
川
県
で
開
催 

＝
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秋田県横手市寿町１番28号
ＴＥＬ　（0182）（32）3880
ＦＡＸ　（0182）（32）0839

ホームページ　http://it-yokote.sakura.ne.jp/
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令和４年出初式の開催予定
令和４年12月５日現在

消防団 月　日 観閲式会場 式典会場

鹿 角 市 1月｠4日㈬ コモッセ正面玄関前 文化の杜交流館

小 坂 町 1月｠4日㈬ 明治百年通り 小坂町交流センター
セパーム

大 館 市 1月｠8日㈰ 大町ハチ公通り ほくしか鹿鳴ホール

北 秋 田 市 1月｠8日㈰ 旧北都銀行鷹巣支店前 北秋田市文化会館

上小阿仁村 1月｠4日㈬ 健康増進トレーニング
センター前 生涯学習センター

能 代 市 1月｠5日㈭ 能代市畠町通り
二ツ井町駅通り 能代市文化会館

藤 里 町 1月｠4日㈬ 藤里町役場庁舎前 藤里町総合開発センター

三 種 町 1月｠4日㈬ 三種町琴丘総合体育館
駐車場 三種町琴丘総合体育館

八 峰 町 1月｠8日㈰ 秋田銀行八森支店前 ファガス

秋 田 市 1月｠5日㈭ 秋田市消防本部前
けやき通り

あきた芸術劇場
「ミルハス」

男 鹿 市 1月｠6日㈮ 男鹿市役所～オガーレ 男鹿市民文化会館

潟 上 市 1月｠4日㈬ 中止 潟上市天王総合体育館

五 城 目 町 1月｠5日㈭ 朝市駐車場 広域五城目体育館

八 郎 潟 町 1月｠4日㈬ 中止 八郎潟町農村環境改善センター

井 川 町 1月｠4日㈬ 中止 井川町農村環境改善センター

大 潟 村 1月｠6日㈮ 中止 ホテルサンルーラル大潟

由利本荘市 1月｠9日㈪ 市役所前 由利本荘市文化交流館
カダ－レ

に か ほ 市 1月｠5日㈭ 実施しない 金浦体育館

大 仙 市 1月｠5日㈭ 大曲市民会館
第２駐車場 大曲市民会館

仙 北 市 1月｠6日㈮ 仙北市民会館
駐車場 仙北市民会館

美 郷 町 1月｠4日㈬ 総合体育館リリオス前
駐車場 美郷町公民館

横 手 市 1月｠5日㈭ 実施しない 横手市横手体育館

湯 沢 市 1月｠5日㈭ 湯沢市湯沢文化会館
玄関前 湯沢市湯沢文化会館

羽 後 町 1月｠5日㈭ 中止 羽後町多目的研修集会施設

東 成 瀬 村 1月｠4日㈬ 東成瀬村民体育館 東成瀬村民体育館
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当
消
防
団
は
、
二
艇
の
救
命
ボ
ー
ト
を

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り
配
備
し
て
い
ま

す
。
二
艇
と
も
に
Ｆ
Ｒ
Ｐ
制
三
分
割
組
立

式
で
、
比
較
的
運
搬
が
容
易
な
ボ
ー
ト
で

す
。

　

昨
年
度
、
初
め
て
一
艇
が
配
備
さ
れ
ま

し
た
が
、
一
一
月
だ
っ
た
た
め
水
上
で
の

訓
練
は
見
送
り
、
水
難
救
助
の
基
本
に
関

す
る
座
学
研
修
や
ボ
ー
ト
の
組
立
方
法
の

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
消
防
職
員
の
指
導
に
よ
り

八
月
と
九
月
に
管
内
八
支
団
の
う
ち
、
五

支
団
を
対
象
に
座
学
研
修
と
小
学
校
の
プ

ー
ル
で
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

普
段
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
ボ
ー
ト
や

救
命
浮
環
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
を
操

作
着
用
し
て
溺
れ
た
人
の
救
助
や
、
ボ
ー

ト
の
組
立
、
水
上
で
の
操
作
を
訓
練
す
る

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
多
様
化
す
る
災
害
に
備
え
、

消
防
団
員
一
人
一
人
の
技
術
向
上
と
消
防

団
全
体
の
災
害
対
応
能
力
向
上
を
目
指
し

て
、
訓
練
を
継
続
し
て
行
き
ま
す
。

横
手
市
消
防
団

救
命
ボ
ー
ト
取
扱
訓
練
を
実
施

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-19
3
3
14
1
1

-  9

8
-  1
1
0
8
1
1

186
24
32
78
320
24
49

171
24
28
74
297
22
45

12
1
2
2
17
2
1

152
27
31
88
298
23
36

20
0
3
2
25
3
2

令和４年 令和３年 同期比較
11月 累計 累計11月 年計 11月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

〔
情
報
提
供
＝
横
手
市
支
部
〕


